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一
月
二
十
九
日
か
ら
三
十
一
日
式

で
に
金
木
町
で
行
な
わ
れ
た
「
雪
国

地
吹
雪
体
験
ツ
ァ
ー
」
に
は
、
東
京

な
ど
か
ら
六
十
九
人
が
参
加
し
、
カ

ン
ジ
キ
を
は
い
て
の
雪
中
行
軍
、
馬

ゾ
リ
、
凧
上
げ
な
ど
に
冬
の
津
軽
を

満
喫
。
予
想
以
上
の
大
成
功
を
収
め

弐
し
た
。

こ
の
ツ
ア
ー
は
、
地
吹
雪
を
冬
の

観
光
の
目
玉
に
し
よ
う
と
ラ
フ
リ

ー
金
木
の
角
田
周
さ
ん
を
委
員
長
に
、

町
商
エ
観
光
課
、
弘
南
、
ハ
ス
、
津
軽

鉄
道
、
斜
陽
館
な
ど
の
実
行
委
員
が

企
画
・
主
催
し
た
手
作
り
ツ
ア
ー
て

す
。

ツ
ア
ー
黙
了
後
も
反
響
が
大
き
く
、

’
一
月
一
一
十
日
の
〃
地
吹
雪
体
験
ア
ン

コ
ー
ル
ツ
ァ
ー
や
、
他
ツ
ァ
ー
団
体

容
約
五
百
人
が
当
町
を
訪
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
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▲「まるでおとぎ話みたい」 
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●

午
前
1
0時
4
3分
ス
ト
ー
プ
列
車
で
到
着
 

ー・ご七‘一 

▲「楽しい思い出ありがとう」と馬にお礼 

▲真剣に取り組む阜津軽凧絵講習会“ 費 
●

中
央
公
民
館
で

の
歓
迎
会
 

ー体雷i島 
7一験．.1 

地 背▲「これで、っまく 
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き
ら
れ
な
く
な
っ
ち
ゃ
っ
た
ァ
ク
こ
 

▲「これで、うまく歩るけるかしら・・・」一藤枝一 

' 

▲「私にも乗れそう」 
i哀 
▲じゃっば汁に舌鼓 

ト
吹
雪
の
な
か
の
クリ
ン
ゴ
探
し
ゲ
ー
ム
力
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▲｢楽しい思い出ありがとう」と馬にお礼

ｑ
中
央
公
民
館
で
の
歓
迎
会●

▲真剣に取り組む心津軽凧絵講習会ぃ
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▼
一
月
一
一
十
九
日
▲

雪
国
地
吹
雪

体
験
ツ
ア
ー

ア
ル
バ
ム

ー
第
一
陣

蟻
全。
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▲「これで うまく歩るけるかしら．…｣＝藤枝＝
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▲「まるでおとぎ話みたい」



, 
吉田 米逸⑤ 白川 竹治⑤ 小野 祐蔵③ 竹内 武六⑥ 

無所属・現・農業 無所属・現・農業 無所属・現・建設業 無所属・現・農業 
吉田 米逸⑤ 

Q 愈憂 
対馬 兼正③ 中村 政徳⑨ 沢田 茂⑧ 

無所属・現・農業 無所属・現・建設業 社会党・新・団体役員 無所属覗吐地家屋調査士 
其田 豊一⑤ 

	

白川 徳政③ 白川豊則⑨ 	野宮 雄造⑨ 伊丸岡 勇③ 

	

白川豊則⑨ 	野宮 雄造⑨ 白川 徳政③ 
無所属・現・農業 無所属・新・会社役員 無所属・現・建設業 無所属・現・農業 

小林 長一③ 福山 初枝⑩ 古川 哲雄④ 吉崎 正光⑥ 小林 長一③
無所属・新・商業 無所属・現・農業 共産党・現・農業 無所属・現・農業 

次 /, 

ニ
月
二
十
九
日
で
任
期
満
了

に
伴
う
町
議
会
議
員
選
挙
は
、
一

月
二
十
六
日
告
示
さ
れ
、
定
数
 

（
〇
数
字は
当
選
回
数
）
 

加藤 卓爾④ 小田桐喜吉③ 鳴海 義男③ 伊藤 清慈⑦ 
無所属・元・農業 無所属・現・会社役員 無所属・現・農業 無所属・現・農業 

二
十
名
に
対
し
、現
職
十
八
名
、
 

元
一
名
、
新
人
三
名
の
合
計
一
一
 

十
二
名
が
届
出
し
、
前
回
と
同
 

じ
少
数
激
戦
と
な
り
ま
し
た
。
 

投
票
は
一
月
三
十
一
日
、
町

内
六
か
所
の
投
票
所
で行
わ
れ
、
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前
回
よ
り
二
・
五
パ

ー
セ
ン
ト

低
い
八
九
・
六
三
パ
ー
セ
ン
ト

の
投
票
率
で
し
た
。
 

午
後
七
時
か
ら
中
央
公
民
館

で
即
日
開
票
が
行
わ
れ
、
約
一
一

百
名
の
参
観
人
が
見
守
る
な
か
、
 

終
始
緊
迫
し
た
雰
囲
気
で
し
た

が
午
後
九
時
四
十
分
に
は
当
落
 

が
判
明
し
ま
し
た
。
 

新
し
い
顔
ぶ
れ
は
、
現
職
十

六
名
、
元

一
名
、
新
人
三
名
で
、
 

中
西
慎
一
選
挙
管
理
委
員
長
か

ら
当
選
証
書
が
付
与
さ
れ
ま
し

た
。
な
お
、
新
議
員
の
任
期
は

三
月
一
日
か
ら
と
な
り
ま
す
。
 

開
票
の
結
果
は
次
の
通
り
で

す
。
 
（
案
分
票
の
小数
点
以
下

は
切
り
捨
て
）
 

◆
有
権
者
数
一
〇
、
二
四
五
人

◆
投
票
者
数
 
九
、
 一
八
三
人

◆
投

票

率
 
八
九
・
六
三
％

◆
投
票
総
数
 
九
、
 一
七
五
票

◆
有
効
投
票
数
九
、
 二
一
三
票

◆
得
 

票
 

当
 
鳴
海
 
義
男
 
六
七
六
票
 

”
 
伊
藤
 
清
慈
 
五
二
〇
票
 

1
1
 小
田
桐
喜
吉
 
五
一
六
票
 

”
 
加
藤
 
卓
爾
 
五
〇
九
票
 

”
 
沢
田
 
茂
 

五
〇
三
票
 

”
 
中
村
 
政
徳
 
四
七
九
票
 

”
 
対
馬
 
兼
正
 
四
三
六
票
 

”
 
其
田
 
豊
一
 
四
二
五
票
 

”
 
伊
丸
岡
 
勇
 
四
二
二
票
 

”
 
野
宮
 
雄
造
 
四
一
四
票
 

”
 
白
川
 
豊
則
 
四
〇
六
票
 

”
 
白
川
 
徳
政
 
三
九
一
票
 

”
 
竹
内
 
武
六
 

六
八
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”
 
小
野
 
祐
戴
 
六

六
票
 

”
 
白
川
 
竹
治
 

六
四
票
 

”
 
吉
田
 
米
逸
 

六
四
票
 

”
 
小
林
 
長
一
 

六

一
票
 

”
 
吉
崎
 
正
光
 

五
〇
票
 

”
 
古
川
 
哲
雄
 

五
〇
票
 

福
山
 
初
枝
 
〇
七

票

今
 
久
米
雄
 

〇
六
票

西
村
 
節
男
 

八
九
票
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縦
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告
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（
○
数
字
は
当
選
回
数
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加 藤卓爾④

無所属･元･農業

小IH桐専吉③

無所属･現･会社役員

伊藤滴慈⑦
無所属･現･農業

鳴海義男③
無所属･現･農業
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二
十
宿
に
対
し
、
現
職
十
八
名
、

応
一
名
、
新
人
三
名
の
合
計
二

十
二
名
が
Ｍ
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し
、
前
川
と
Ⅲ
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其田豐一⑤
無所属･現･農業

対馬兼正③
無所属･現･建設業

中村政徳⑳
社会党･新･団体役員

沢111茂⑧
無所属･現．土地家屋調査士 ●

じ
少
数
激
戦
と
な
り
ま
し
た
。

投
票
は
一
川
三
十
一
日
、
町

内
六
か
所
の
投
票
所
で
行
わ
れ
、

ま

一

白川蝋則⑳
無所属･新･会社役員

白川徳政③
無所属･現･農業

野汽雄造⑨
無所属･現･建設業

伊丸岡兜③
無所属･現･農業

前
回
よ
り
二
・
五
パ
ー
セ
ン
ト

低
い
八
九
・
六
三
パ
ー
セ
ン
ト

の
投
螺
率
で
し
た
。

午
後
七
時
か
ら
中
央
公
氏
館

で
即
日
開
票
が
行
わ
れ
、
約
二

灯
構
の
参
観
人
が
兄
守
る
な
か
、

終
姑
緊
辿
し
た
非
州
筑
で
し
た

が
午
後
九
時
Ⅲ
十
分
に
は
当
藩

一
一
斗
↓

<萱 。Q戸

小野祐藏③
無所属･現･建設業 ●吉lll米逸⑤

無所属･現･農業

白川竹摘⑤
無所属･現･農業

竹内

無所属

武六⑥
現･農業

か
州
川
し
ま
し
た
。

新
し
い
餌
ぶ
れ
は
、
現
職
卜

人
名
、
に
一
名
、
新
人
三
名
で
、

中
内
恢
一
選
挙
梼
理
委
幽
歴
か

ら
当
逃
祉
杵
が
付
与
さ
れ
ま
し

た
。
な
お
、
新
識
此
の
脈
期
は

三
川
一
Ⅱ
か
ら
と
な
り
ま
す
。
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Mill初枝⑳
無所属･新｡商業

IIi川諏雄④
無所属･現･農業

Iff崎正光⑥
共産党･現･農業

小林健一③

無所属･現･農業

〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃〃

州
蛾
の
結
果
は
次
の
辿
り
で

す
。
〈
案
分
票
の
小
数
点
以
ト

は
切
り
拾
て
）

◆
打
惟
脅
数
一
○
、
二
Ⅳ
九
人

◆
投
蠣
者
数
九
、
一
八
三
人

◆
投
螺
卒
八
九
・
六
三
％

◆
投
票
総
数
九
、
一
し
几
票

◆
打
効
投
票
数
九
、
一
二
三
蛾

◆
僻
票
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○
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○
蛾

三
○
七
喪Ｉグ
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○
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コンパニオン募集
～青函博実行委員会～

Z

11

･--‐L悼二‘,
ー 功一

毫罰童
』
日
Ⅲ

【業務内容】

JI1』函博党会における観客の会場案

内及び盤理、迷子及び身体の不自

由な方のお世紬、入場券の改札、

エレベーター乗務など。

【募集人員】

○66名

【応募資格】

○昭和63年4)lll=1現在でiIM18歳

以上30歳以下の他服なIﾘlるい女

性。（外11号職、手1活迪訳のでき

る方はiIMi31雌以上でも良い｡）

○商等学校卒業秘度の学力を布す

る方

【応募書類】

○liull,f,11:1jm(IIj眼のものを使川、

4'j:"ll,li付、身腿、体煎を1氾入し

てください｡）

○返1‘;川封簡l旭(応募料の住所、

氏名をIVII記の_l二60円切手を貼付｡）

【応募期間】

昭fI163年3)11H～3)131H

【選 考】

○Ini接（一次・二次）にて決定し

ます。iii接は411に行います。

排し〈は、応罪者にl/1按汕知。

雌終合格打発表は511｣:1'j。

【勤務期間】

○雁用期間

昭扣63年7)1911～9月18I1

○研修期|川

・合絡決定後IIM会までに迪|!;･'k

地の川修をイjいます。

【待 遇】
日給5.0()0111,1ﾙ修手当イ1.、交辿．

惟jIMl･'"の助成、制服lf与、ノil"ll保

険・労災保険jJII入。

【応募先及びお問い合せ先】
〒()3011i森'|j安ﾉﾉー ].n1番40号アス

バム6FIIj函トンネル開通記念|"Z

会実行委貝会「実行委員会コンパニオ

ン蝶唯係」冠(()177)34-4511(I"jm)

f金木地区交通安全協会嘉瀬支

部（毛内英文支部長）では、強

風のため破損した新提町の県道

沿にある安全塔を12月26日手づ

くりで再設置しました。● L

令

」
一

↑1月5日金木中学校体育館で

の金木町防犯綱引大会。

肺,3日喜良市生活改善ｾﾝﾀー
で、金木地区農業改良普及所と町社

会福祉協議会が主催し、「農村高齢

者役割向上対策事業」の一環として、

高齢者と子どもの集いが開かれ、わらぞうり作りとお手玉作りなどがおこなわ

れました
竃γ逗小一千〃)[の

刮泗■0●
ゾ帝襲

Iぶ

りトリ因
「

L■

1－Th11 月21日蒔田児童館の児童とお母一、ブー

さん達があしの園を慰問し、踊りをぱ県大会で総合優勝（男子の部）を
果たした金木南中学校スキー部。

披露しました。

‐
Ｉ
ｑ
０
■
０
０
０
日
１
０
日
９
０
日
Ⅱ
Ⅱ
１
日
Ｂ
Ｂ
０
０
Ｉ
１
１
０
Ⅱ
Ⅱ
１
９
０
Ⅱ
０
０
Ｉ

あ
な
た
の
善
意

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

琉
郷
恥
在
所
勤
務
の
扣
坂
州

夫
さ
ん
が
こ
の
ほ
ど
健
康
器
具

の
ホ
ー
ム
ラ
ン
ナ
ー
一
台
を
淵

瀬
遇
人
細
祉
セ
ン
タ
ー
に
寄
付

し
て
く
れ
ま
し
た
。
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特
別
貸
付⑮⑮⑤⑬ '25年以上’600万円’400万円’

’一青森県に電波が流れて50年一

「放送との出会い」体験文・

お便りと各種資料を募集中

◎3月は、車検も大変從雑します。

継続検先はlか月以内で、前に受け

られても打効期|川は不利益となりま

せ ん の で ､ 早 く 済ませてください。

○受付時|川

平日8：45～12：00

13：（)0～16二00

土IW日8:45～11：30

○場所

束北述輸ﾉ!,hij:森陸巡支ﾉ!,j

1!j:"!|j大字浦町宇奥野88の6

盆()177－75－1121

昭和62年度より高年齢労働者

等受講奨励金が支給されます

～雇用促進事業団～

昭*1163年は、-ll『森ﾘ,lにNHKの'IIL

波が流れて50年、の年です。

昭flll3年5)12911、弘iiij放送ﾙｩが

'冊l)'jしたのが始まりで、16年4)-j:i'j:

森放送伽j、17年611八ノゴ'|!縦放送所か

それぞれ|荊局し、太平洋戦争という

略い時代の!''、ラジオの文化はり,↓内

に広まっていきました。

'IIj波が流れて50年目にあたる今年

一年|川、各繩記念番組や樅物なと．を

I汁i'l'iしています。

ただいま、そのI記念僻組などで油

川させていただく、思い出の番糺lや

放送との川会いなどの「体験文．お

111i')」、？'j冒典などの査料.を雅楽して

います。

たくさんのご応券をおまちしてお

ります。

l.体耽文・お使り

(1)ラジオ11.f代

初めて'1肱波を受'!；した噸の体験

をはじめ、城'l!城後のラジオ放

送の思い川。

（2）テレビ時代

初めて'IIL波を受{!iした噸の体験

をはじめ、テレビ放送の思い川

2．黄料

50年|川の放送にかかわる,'j:"･印

刷物・品物など。

3 ． 送 り 先

l'j罵森巾松hi(2-1-l

NIIKIIj,森放送ﾉ"j

放送部「501Iij年の係」

締切は、3)13111(z'l<)まで。

；
この制度は、国が雁用保険適用'lf

務 所に在職している50才以上の方を

対象に、定年退峨後の就轍等のため

に 労働省が指定する各椰の「通佑瀧

座等」（各種学校への夜IIMの通学制

を含む）を受,稚し、一定の黄格取得

を 目 指 し且つ修了した受識者本人に

対し「入学料及び受‘瀧料」の姥（1(）

万円を限度）を助成するというもの

であります。

現住、労働省の撮定を受けている

職繩は社会保険労務士、調理師‘排座、

‘|､if報処理技術者2繩、行政冒LI}:士、1

級・2級技能士過稚等の池ｲ甫制のほ

か、趣学制も含め約300コースがあ

ります。

助成を'受けるためには、一定の要

件と手続きが必要ですから 詳 し い こ

とは下記にお問い合せ下さい。

●

一 一

窺蕊7－1
－－~

；
年金住宅融資のご利用を

3月4日まで申込受付中／

◎利川できるノノ

厚生年金保険にﾉ川入している方で、

加入期|川が3年以上あるノ』。

◎黄金の使途

新築{i皇宅、マンンョン・処尤住宅

峨入壷金で、ノ1I；住liIM120m:以下の

もの。(IAi械刻恥適用の場合は、150

m：以下のもの｡）

◎融黄金弧

所要査金の80％以内で、ノ川人期川

なと．により岐尚1,5()0万円まで。

◎触黄f|｣率

年4．95％（一般庇付）〔昭f1163年

1月25H現ｲ12〕

◎返済卿11lll

1()年から35年まで｡｢ｽﾃｯブ返

済」も利川できます。

◎II]込受付期|眼

3）14日まで

l'j謬森職業副l1練卸期大学校庶務課

ﾉ_i.所川原II丁大字飯‘活'ｹﾆ狐野171－2

'iILii5(0173)37-3201(代表）

●
I ’

自動車の名義変更・廃車手

続・車検はお早めに.〃

3月の陸運支局は大変混雑します

◎3月は名義変更や廃1Ixの手続きな

どで陸遮支局の窓口は大変混雑しま

す。これは''1"!li税が、原IIIlとして4

jll日現ｲ12の陸述支ﾙｩの益録に〃きづ

き課税されるためです。

◎このため3jl20H過ぎからの捉維

はひと．〈、処理能力の限界もあ'）、

I:|]ti,li者の皆さんに、煙時朏l待っても

らうなどのご迷惑をおかけすること

になl)ます°（通常30分〈･らい→半

日がかり）

◎名義変災や廃1噸の手統きは、でき

るだけ早く、3月20H以liijに済ませ

てFさい。（名義変史や廃iliの手続

きをしないで転売したり、スクラ･ソ

プ廃車すると63年度のF|動_躯税が,裸

税されます｡）

お|川い合せ光

l,l保険裸

11,U!f′k年金勤労荷住宅協会

a(()177)73-2077

、
、

"じ

開運(霊感)商法
印濫･つぼ･塔･高らい人参渡など■融資限度額

こ
れ
を
椿
科
ば
幸
匡
に
写
＃
ａ

の
帝
嬰
が
一
壱
し
ん
で
Ｊ
ら

★「先祖の麺」は金を

しぼり取るための口実

10年以上15年未満

15年以上20年未満

20年以上25年未満

150万円

350万円

550万円

100万円

250万円

400万円

区
尋
ノ』

一
般
貸
付

被保険者期間

3年以上5年未満

5年以上10年未満

10年以上15年未満

15年以卜

癖･新築購
入･勵火中古
･住誠良

370万円

420万円

530万円

650万円

木造

中古住宅

260万円

310万円

360万円

440万円



犬の放し飼いは 

やめましょう 
犬の放し飼いは、 

危険なだけでなく、 

ゴミを散乱したりも

しますので絶対やめ

ましょう。 

※県飼い犬防止条例

により罰せられま

す。 1月31日現在前年同月比 

男 6,657 - 	81 

女 7,214 - 	55 

t 13,871 - 136 

世帯数3,921 + 	17 
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）
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健
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（
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9歳
）
喜
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古
川
 
仁
助
（

7
7歳
）
喜
良
市

中
田
長
三
郎

（
7
4才
）
嘉
 
瀬

鳴
海
 

サ
ト

（
8
8歳
）
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奈
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民

一
（(
7
9歳
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あ
しの
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今
 

シ
ケ
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6
8歳
）
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加
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良
成

（
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4歳
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会
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o

朝
お
き
た
ら
家
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で
 

ガ
お
は
よ
う
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o

道
で
出
あ
っ
た
人
に
も
 

ガ
お
は
よ
う
ガ
 

o

学
校
で
、
職
場
で
 
ガ

お
は
よ
う
ガ
 

外
崎
 
孝
季

（
誠
一

白
川
 
真
衣

（
弘
行
 
沢 金

部 木 
一
 

r……ーでニ＝…“"“………“、gー… 
I 	 はじめま 
‘ 	 あん な 

了 	 オこズ玉 4- 一 

はじめまして 
あん な 

杏奈ちゃん 

12月26日生まれ

体重 3,020グラム

喜良市北本町

桑田和幸さんの長女 

つう‘；、う 

痛風について 

金木病院外科三上俊郎 

金木病院カルテ⑩ 
中
年
の
男
性
で
、
片
足

の
親

指
の

つ
け
根
に
突
如
と
し

て
発

赤
腫
脹
を
伴
う
激
痛
が
あ
り
ま

し
た
ら
先
ず
痛
風
を
考
え
ま
す
。
 

痛
風

は
最
近
食
生
活
の
向
上

に
よ
り
、
美
食
家
、
・
大
食
家
に

多
く
み
ら

れ
、
過
食
と
く
に
肉

の
食
べ
す
ぎ
や
、
ア
ル

コ
ー
ル

の
飲
み
す
ぎ
な
ど
が
発
症
の
誘

因
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
 

m
原
因

【
痛
風
は
全
身
病
で
、
 

体
の
中

に
尿
酸
が
た
ま
る
か
ら

で
す
（
高
尿
酸
血
症
）
。
高
尿
酸

血
症
の
約

1
0％
程
度
に
発
症
が

み
ら
れ
ま
す
。
 

②
痛
風
発
作

一
痛
風

の
特
徴
的

症
状
で
、

真
夜
中
か
ら
早
朝
に

か
け
て
み
ら

れ
ま
す
。
田
足

の

親
指
、
か
か
と
、
足
の
甲
な
ど
 
 

に
お
こ
る
痛
み
。
囲
突
然
お
一
」
 

り
、

2
4時
間
以
内

に
ピ
ー
ク
に

達
す
る
痛
み
。

⑩
激
し

い
痛
み

の
あ
る
部
分
が

は
れ
、
表
面
は

赤
っ

ぽ
く
な
る
。
同
一
度
一
つ

の
関
節
だ
け
が
お
か
さ
れ

る
こ

と
が
多

い
。
同
強
い
痛
み
は

一

週
間
以
内

に
お
さ
ま
る
。

同
こ

の
よ
う
な
関
節
炎

の
発
作
が
年

に
一
回
か
ら
数
回
反
復
し

て
お

こ
る
。
は
じ
め
て
発
作
を
経
験

し
た
場
合
、
局
部
の
安
静
、
叡

鰍
湖

と
高
位
保
持
に
注
意
し
、
 

早
目
に
医
師
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。
 

⑧
痛
風
と
ア
ル

コ
ー
ル

】
酒
の

種
類
に
関
係
な
く
、
ア
ル

コ
ー
 

ル
そ
の
も
の
が

血
中
の
尿
酸
値

を
あ
げ
ま
す
。
ア
ル

コ
ー
ル
を

飲
用
中
や
、
そ
の
直
後

は
痛
風

発
作
が

お
こ
り
や
す
く
、
 
】
般

的
な
適
量

の
基
準
は
酒

一
合
、
 

ビ
ー
ル

ー
本
、
ウ
イ
ス
ギ
ー
六

〇
〇
戒
程
度
で
す
。
 

囲
痛
風

と
食
事

】
痛
風
は
プ
リ

ン
体
の
代
謝
異
常
に
よ
っ
て
お

こ
る
た
め
、
プ
リ
ン
体
の
多

い

食
品
を
出
来

る
だ
け
避
け
、

プ

リ
ン
体
の
少

な
い
食
品
を
多
く

食
べ
る
こ
と
に
し
ま
し
ょ
う
。
 

m
プ
リ
ン
体
の
多
い
も
の

（
ひ

し
こ
、
油
詰

い
わ
し
、
牛
・
豚

や
鶏
肉
な
ど
の
内
臓
、
肉

エ
キ

ス
、
肉
汁
な
ど
）
。囲
プ
リ
ン
体
 
 

が
比
較
的
多

い
も
の

（
こ
い
、
 

た
ら
、

わ
か
さ
ぎ
、
し
ゃ

こ
、
 

す
ず
き
、

か
も
，
ま
す
、
貝
類
、
 

ベ
ー
コ
ン
、

牛
肉
、
牛
舌
、
鶏

肉
ス
十

プ
、
肉
ス
ー
プ
、
豚
肉
、
 

は
と
、
き
じ
、
羊
肉
、

こ
う
し

肉
、
ガ
チ
ョ
ウ
、
鹿
肉
な
ど

）
い

岡
プ
リ
ン
体
の
比
較
的
少

な
い

も
の
（
あ
じ
、

カ
ニ
、
う
な
ぎ
、
 

に
し
ん
、
か
き
、
さ
け
、
ま
ぐ

ろ
、
鶏
肉
、
 
ハ
ム
、
え
ん
ど
う

豆
、
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
、
き
の
こ
、
 

ほ
う
れ

ん
草
、
さ
や
い
ん
げ
ん
、
 

柿
な
ど

）
。同
プ
リ
ン
体
が
徴
量

ま
た
は
含
ま
れ
な
い

も
の

（
一」
 

は
ん
、

パ
ン
、
う
ど
ん
，
そ
ば
、
 

と
う
も
ろ
こ
し
、

ス
パ
ゲ
ッ
テ

ィ
、
じ
ゃ
が
い
も
、
さ
つ
ま
い

も
、
牛
乳
、
チ

ー
ズ
、
鶏
卵
、
 

キ
ャ

ベ
ツ
、
に
ん
じ
ん
、
ト

マ

ト
、
き
ゆ
う
り
、
な
す
、
だ
い

こ
ん
、
ジ
ーャ
ム
、
サ
ラ
ダ
油
、
 

の
り
、
わ
か
め
、
あ
ず
き
、
酢
、
 

し
ょ
う
ゆ
、
コ
ー
ヒ
ー
、
茶
、
ゼ

ラ
チ
ン
、
肝
油
な
ど
）
。高
血
圧
、
 

腎
障
害
の
合
併
を
防
ぐ

た
め
に

塩
分
は
控
え
め

に
し
、
さ
ら
に

尿
量
を
増
す
た
め
に
水
分
を
十

分
に
と
り
ま
す
。
痛
風

に
な
ら

な
い
た
め
に
は
、
常
に
栄
養
の

パ
ラ
ン

ス
の
と
れ
た
食
事
を
腹

八
分
目

に
と
り
肥
満
を
防
ぐ

こ

と
で
す
。
 

戸
籍
の
窓
 

一
月
届
出
 

お
め
で
と
う
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中
年
の
男
性
で
、
片
足
の
親

指
の
つ
け
根
に
突
如
と
し
て
発

亦
脈
脹
を
伴
う
激
捕
が
あ
り
ま

し
た
ら
先
ず
捕
凪
を
与
え
ま
す
。

捕
凪
は
岐
近
食
生
涌
の
向
止

に
よ
り
、
美
食
家
、
、
大
食
家
に

多
く
み
ら
れ
、
過
食
と
く
に
肉

の
食
べ
す
ぎ
や
、
ア
ル
コ
ー
ル

の
飲
み
す
ぎ
な
ど
が
発
推
の
沸

囚
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

、
原
因
唖
痂
瓜
は
全
身
燗
で
、

体
の
中
に
脈
骸
が
た
ま
る
か
ら

で
す
（
商
雌
樅
血
症
）
。
商
尿
樅

血
推
の
約
、
％
縄
度
に
発
椛
が

み
ら
れ
ま
す
。

②
涌
風
発
作
》
痂
肌
の
特
徴
的

椛
状
で
、
典
夜
中
か
ら
早
帆
に

か
け
て
み
ら
れ
ま
す
。
、
足
の

税
脂
、
か
か
と
、
足
の
叩
な
ど

金木病院カルテ⑳
つうふう

痛風について

金木病院外科三上俊郎

に
お
こ
る
猟
み
。
㈹
突
然
お
こ

り
、
型
時
川
以
内
に
ピ
ー
ク
に

達
す
る
猟
み
。
、
激
し
い
州
み

の
あ
る
部
分
が
は
れ
、
表
川
は

赤
っ
ぽ
く
な
る
。
㈹
一
度
一
つ

の
関
節
だ
け
が
お
か
さ
れ
る
こ

と
が
多
い
。
Ｍ
強
い
州
み
は
一

週
間
以
内
に
お
さ
ま
る
。
Ⅷ
こ

の
よ
う
な
関
節
炎
の
発
作
が
年

に
一
Ｍ
か
ら
数
Ｍ
反
似
し
て
お

こ
る
。
は
じ
め
て
発
作
を
経
験

し
た
場
合
、
岫
部
の
安
脈
、
術

０
人
は
も

碓
法
と
尚
位
保
持
に
注
通
し
、

鼎
Ⅱ
に
惟
帥
に
椰
淡
し
ま
し
ょ
う
。

㈱
州
肌
と
ア
ル
コ
ー
ル
諏
椚
の

椰
航
に
関
係
な
く
、
ア
ル
コ
ー

ル
そ
の
も
の
が
血
中
の
脈
雌
仙

を
あ
げ
ま
す
。
ア
ル
コ
ー
ル
を

飲
川
中
や
、
そ
の
血
後
は
揃
肌

発
作
が
お
こ
り
や
す
く
、
一
般

的
な
適
峨
の
堆
堆
は
洲
一
介
、

ビ
ー
ル
一
本
、
ウ
イ
ス
キ
ー
六

○
○
Ｍ
砕
皮
で
す
。

帥
捕
瓜
と
食
僻
牽
痂
凪
は
プ
リ

ン
体
の
代
紺
拠
常
に
よ
っ
て
お

こ
る
た
め
、
プ
リ
ン
体
の
多
い

食
舶
を
出
来
る
だ
け
避
け
、
プ

リ
ン
体
の
少
な
い
食
舶
を
多
く

食
べ
る
こ
と
に
し
ま
し
ょ
う
。

ｈ
プ
リ
ン
体
の
多
い
も
の
（
ひ

し
こ
、
油
砧
い
わ
し
、
牛
・
豚

や
鵡
肉
な
ど
の
内
臓
、
肉
エ
キ

ス
、
肉
汁
な
ど
）
。
㈹
プ
リ
ン
体●

が
比
恢
的
多
い
も
の
（
こ
い
、

た
ら
、
わ
か
さ
ぎ
、
し
ゃ
こ
、

す
ず
き
、
か
も
、
ま
す
、
皿
鮒
、

ベ
ー
コ
ン
、
牛
肉
、
作
詩
、
鵡

肉
ス
ー
プ
、
肉
ス
ー
プ
、
豚
肉
、

は
と
、
き
じ
、
羊
肉
、
こ
う
し

肉
、
ガ
チ
ョ
ウ
、
鹿
肉
な
ど
）
。

伽
プ
リ
ン
体
の
比
收
的
少
な
い

も
の
（
あ
じ
、
カ
ニ
、
う
な
ぎ
、

に
し
ん
、
か
き
、
さ
け
、
ま
ぐ

ろ
、
鶏
肉
、
ハ
ム
、
え
ん
ど
う

ｕ
、
ア
ス
パ
ラ
ガ
ス
、
き
の
こ
、

ほ
う
れ
ん
唯
、
さ
や
い
ん
げ
ん
、

柿
な
ど
）
。
㈹
プ
リ
ン
体
が
微
朏

ま
た
は
含
ま
れ
な
い
も
の
（
ご

は
ん
、
パ
ン
、
う
ど
ん
、
そ
ば
、

と
う
も
ろ
こ
し
、
ス
パ
ゲ
ッ
テ

ィ
、
じ
ゃ
が
い
も
、
さ
つ
ま
い

も
、
牛
乳
、
チ
ー
屋
、
鵡
卵
、

キ
ャ
ベ
ツ
、
に
ん
じ
ん
、
ト
マ

ト
、
き
ゅ
う
り
、
な
す
、
だ
い

こ
ん
、
ジ
ャ
ム
、
サ
ラ
ダ
汕
、

の
り
、
わ
か
め
、
あ
す
き
、
酢
、

し
ょ
う
ゆ
、
コ
ー
ヒ
ー
、
茶
、
ゼ

ラ
チ
ン
、
肝
油
な
ど
）
。
商
血
圧
、

粁
障
将
の
合
併
を
防
ぐ
た
め
に

埖
分
は
搾
え
め
に
し
、
さ
ら
に

脈
趾
を
期
す
た
め
に
水
・
分
を
卜

分
に
と
り
ま
す
。
揃
瓜
に
な
ら

な
い
た
め
に
は
、
常
に
栄
碇
の

ゞ
へ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
い
を
脱

八
分
Ⅲ
に
と
り
肥
楜
を
防
ぐ
こ

と
で
す
。
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学
史
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叫
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城
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弘
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挺
尼
友
花
（
文
純
）
余
水

Ｗ
寓
悠
収
江
（
正
彦
）
〃

お
し
あ
わ
せ
に

耐
あ
遡
避
獅
細

一
耐
刺
芙
岬
岬
一
岬
埣
一
州
森
峅

、
内
迦
臓
鯲
伸

一
鯲
淌
蠅
一
岫
一
鯲
艸

一
桁
怖
岫
極
一
“
幸
一
鋤
叫
仙

一
打
・
川
谷
定
造
（
倣
職
）
金
木

一
古
川
弘
ｆ
（
イ
サ
ｚ
灘
良
巾

凧
澱
魎
牒

一
秘
岬
忠
災
杣
一
罎
杣
一
繩
賜
州

犬の放し飼いは

やめましょう

犬の放し飼いは、

危険なだけでなく、

ゴミを倣乱したりも

しますので絶対やめ

ましょう。

※雌飼い犬防11条例

によl)附せられま

す．

「
あ
い
さ
つ
運
動
」
Ｉ
金
木
町
教
育
委
員
会
Ｉ

ｏ
朝
お
き
た
ら
家
族
で
．
：
…
．
：
…
〃
お
は
よ
う
″

○
道
で
出
あ
っ
た
人
に
も
…
…
…
〃
お
は
よ
う
″

○
学
校
で
、
職
場
で
：
：
…
．
：
…
：
〃
お
は
よ
う
″

此
川
正
怖
（
乃
戯
）
川
命

柳
谷
雌
職
（
的
歳
）
群
良
巾

門
川
化
肋
（
万
股
）
寓
良
巾

中
川
艇
三
郎
（
刈
才
）
滞
湘

鴫
海
サ
ト
（
錦
歳
）
〃

奈
良
雌
二
（
内
職
可
な
あ
し
間
）

今
シ
ケ
（
鵬
歳
）
令
水

川
膝
良
成
（
“
城
）
〃
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